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二章は「アインシュタインの特殊相対性理論」について簡潔にまとめている。科学認識論者として ホワイトヘッドの哲学は相対性理論なくして語れないだろう。三章は「 自然哲学」と題されたものであり、幅広 ホ
ワイトヘッドの哲学をまとめてい




















































































たとえば、トマトやアルバート・アイラーの「スピリチュアル・ユニティ」のレコード、ゴキブリや森元斎も「出来事」である。 いうのも、全体的事実の移行の中で、それ自身移行しつつあるも とみなされるかぎり、 「出来事」と呼ばれる
からだ。したがって、彼の























































































































































































るが、それ自身は他の「抽象要素」を被覆することはないものである。これが幾何学的な点 概念に対応する。点とはいえども、ホワイトヘッドは四次元時空から 抽象を考えているので、 「出来事粒子」はミンコフスキー空間の世界点のようなもの 想定して るのかもしれない。線や面なども同様の仕方で導出される。
 
また、瞬間の導出も同様の手法が使われるのだが、この場合、Ｋ
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